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要旨
水上勉の文学には「裏日本」を背景とする作品が多い。「裏日本」という言葉は，現在では差
別用語とされているが，元々自然地理的な用語であり，近代以前の日本海側では「裏」という言
葉に差別意識は含まれていなかった。日本近代の産業革命による「表日本」と「裏日本」の経済
格差の拡大に伴い，二十世紀初頭までに「裏日本」は「表日本」に対するヒト・モノ・カネの供
給地とみなされ，社会的格差を表現する概念として使われるようになった。他方，「裏」という
言葉に，開発の手を逃れた日本海側に日本の大切なものが秘匿されているという意味を見出す，
積極的な評価の動きもある。水上は，後者の肯定的な「裏」解釈の立場から「裏日本」を表現す
る作家である。しかし,彼の故郷である若狭に林立する「原発銀座」は,差別的な意味での「裏」
との関連を示唆している｡本論では，「裏日本」の両義性を踏まえ，水上の作品「故郷』で描か
れる三つの場所，即ち，冬の浦，東唐崎，若狭を考察対象とし，「裏」の表象を分析することに
より，彼の文学実践における錯綜する故郷観を明らかにする。
キーワード
水上勉，故郷観，裏日本，原発
TheSenseofHomeinMizukamiTSutomu
-FromthePerspectiveof6.Ura''
HEShuhong
Abstract
ManyofMizukamiTiltomu'sworksexploreathemeof"UraNihon"(rearJapan),whichwasoriginally
coinedasanaturalgeogaphicaltennbmstartedtoimplyaneconomicgapbetween"OmoteNihon"(nfom
Japan)and"UraNihon"dmngthetwentiethcenturyasJapan'smodernlndustrialRevolutionaccelerated.
Bythebeginningofthetwentiethcentury4GUraNihon''wasconsideredasasupplieroflabor,products,
andasanassetfbr66OmoteNihon.''C｡UraNihon"hasbecomeacommonexpressionwithwhichtorefer
tosocialdifferencesaswell.Furthennore,"Ura''alsoimpliesaplacethathasbeenoverlookedbymodern
developmentandtherefbrepreserveswhathasbeenlostinthecurseofthenation'srapidmodemization.
MizukamiTbutomuisoneofrepresentativewriterswhoseliteratureexpressessuchpositiveevaluationsof
GGUraNihon.''HoweverltheGcNuclearGinza''inhishometownWakasasuggestsarelationwith"Ura''ina
discriminatorysense.Inthisarticle,thefbcusisontheambiguityoftheconceptof.GUraNihon.''Ianalyze
threeplacesdescribedinMizukami'sKokyo:"FuyunoUra,''"HigashiKarasaki,"and"Wakasa,"inorder
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toexplorethesenseofhomeinMizukami'sliterarypractice
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はじめに
水上勉文学には,故郷の若狭をふくめ「裏日本」
を背景とする作品が多い。例えば，社会派推理小
説『霧と影』，京都や越前越後に材をとった『越
前竹人形』,『はなれ替女おりん』,『五番町夕霧楼』，
私小説『冬の光景』，『壺坂幻想』及び多くのエッ
セイや紀行文で裏日本が舞台になっている。この
ように多くの作品に特徴的に取り上げられている
｢裏日本」は，自分の「心の根」と繋がる場所で
あると作家自身が語っているように，水上にとっ
て重要な意味を持つ｡'）しかし，「裏日本」には現
在，日本で最多の十五基（廃炉作業中を含む）の
原発があり，正に「原発銀座」という呼称が示す
ように，日本の原子力発電所の約四分の一が集中
している。こうした故郷の原発に対して，水上の
態度は1985年を境に変化を呈している2)｡1985年
以前，水上は原発について主に「静観の態度」を
とっていたため，彼の文学実践には原発問題をめ
ぐる発言は滅多に見られなかった。しかし，1985
年3月，水上は故郷の大飯町に「若州一滴文庫」
を開設することをきっかけに，故郷に在住する日
数が増え，現地に住んでいる人々の現状に触れる
ようになり，1986年4月のチェルノブイリ事故の
発生後，原発問題とそれに関わる故郷の変貌につ
いて数多くの作品を集中して発表し始めた。1987
年7月から「二、三年間にわたって京都新聞や福
井新聞をはじめとする全国地方新聞十二紙｣3)に
連載された『故郷』は，水上の原発問題及び故郷
の変貌をめぐる代表作である。
水上の数多く文学作品の背景をなす「裏日本」
は，いったいどのような場所であろうか。「裏日
本」は，水上によっていかに表現されているのだ
ろうか。これを明らかにするために，本論では，
『故郷』を取り上げ，作品における主な舞台であ
る三つの場所，即ち，冬の浦，東唐崎，若狭にお
ける「裏日本」の表象を分析し，水上の錯綜する
故郷観を考察する。
1「裏日本」とは
現在,差別用語とされている「裏日本」は，元々
｢本州の日本海域、とりわけ北陸・山陰」を指す
自然地理的な用語である。『裏日本はいかにつく
られたか』によれば，「裏日本」という言葉は’
1895年に地理学者の矢津昌永によって自然地理的
用語としての中学の地理教科書に用いられた。近
代以前の日本海側の人々には，地理的な「裏」と
いう意識はなかった。というのも，人々の交流が
主に海上のルートでなされた近代以前において
は，日本海は「朝鮮半島や北九州・北陸に通ずる
重要な交通ルート」として重要な役割を果たして
いたからである4)。古厩忠男が指摘するように，
｢日本にとって外国といえば中国や朝鮮で、その
ルートを通じて文物が輸入された時代には、日本
海は決して「裏」ではなかった｡｣5）
状況が変わったのは明治以後である｡明治20年
代からの産業革命に伴い，「表日本」と「裏日本」
の経済構造は顕著に変容した。例えば，政府の鉄
道敷設と外国貿易・長距離運輸のための港湾修築，
いずれの面においての投資も「太平洋ベルトとな
る地域と『国内植民地』北海道｣6)に集中し,「太
平洋ベルト地帯と脊梁山脈を挟んで位置する裏日
本は絶好の後背地と目され、ヒト・モノ・カネの
移転システムが、表と裏の明確な対象性をみせつ
つ形成されていった｣7)。こうして，日本海側は
｢工業化●資本主義化のための産業基盤全体のた
ちおくれ＝『裏日本』化｣8)された。産業革命に
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よる日本資本主義の確立に伴い,1900年ごろにな
ると，「裏日本」は「『表日本』に対するヒト・モ
ノ・カネの供給地｣9)と位置付けられ，「裏日本」
という言葉は「社会的格差を表現する言葉｣'0)と
して使われるようになった。しかし，日本海側の
人々が自ら「裏日本」という用語を意識するよう
になるのは，日清戦争(1894年）以後である。
明治29～31年，新潟一帯に3年連続の大洪水が
発生した。古厩によると，この大洪水こそ，その
｢ヒト・モノ・カネの移転システムを通しての諸
価値の流出の結果を、さまざまなかたちで洗い出
した｣'')という。日清戦争後の治水事業停滞と大
洪水，凶作，米価高騰，それに社会不安と精神的
閉鎖状況及び日露戦後政府の大増税によって，国
に不満を持っている日本海側の人々は，「裏日本」
の実態を認め，あえてこの語を用いるようになっ
た。「裏日本」の「立ち遅れ」を意識する日本海側
の人々には，＜裏日本脱却＞＝産業化への強い意
識が生まれ，古厩は，それを裏日本イデオロギー
と名付けている。裏日本イデオロギーは，「裏日
本脱出を日本海の彼方へ託そうとする」植民地主
義にも結びついていた｡'2）
「裏日本」という言葉が頻繁に使われた1900年
代と1960年代は，日本の資本主義確立期と高度経
済成長期にあたる。
高度成長期は，「裏日本」的実態が極限に達し
た時期である。そのため，この言葉がいっそう差
別用語として問題視されるようになり,NHK放
送委員会は「裏日本」という表現の使用中止を決
めた。70年代になると，「裏日本」は公的には使
われなくなった。
一方，「裏」は必ずしも常に否定的に捉えられ
ていたわけではない。森本哲郎は，言語学の観点
から日本人の「おもてよりうらに価値を置く」'3）
という傾向を指摘している。森本によると，日本
人は「日本列島の日本海側を『裏日本』と呼ぶこ
とを侮蔑のように受けとりながら，天皇の住居を
『内裏』」とも言い,「見えないもの､かくれたもの」
としての「裏」を「いとわしく思いつつ、一方で
そちらを重視し、ものごとの本質と考え、畏敬さ
えする｣'4)。また，森本は，昔の日本人が最も愛
した日本の浦（内海・入江・湾）三景を列挙しな
らが「うらの美学」としての「日本人の美感」を
評価している'5)。「裏日本」の魅力を再発見しよ
うという視点が見られるのは，『｢裏日本」文化ル
ネッサンス』と『裏が、幸せ｡』である。『｢裏日
本」文化ルネッサンス』では，「裏日本」が，異
文化の対立・反発・混合にもとづき様々なアイデ
ンティティを生み出す場と見なされ，「裏」を特
徴づける「カラフルなバイブリッド」を「『多様・
共生」というスローガンとともに再び活性化」す
ることが目指されている'6)。「裏が、幸せ｡』の著
者である酒井順子は，「裏日本」を「大切なもの
ものがひっそりと隠されている地｣'7)と定義し，
｢表」に比べると「裏」は「開発が遅れている面
があるかもしれないが、かえって自然や風俗が壊
されずにいたりと、表には無い魅力が残ってい
る｣'8)と述べ，開発の手を逃れた日本海側＝「裏」
に，日本の大切なもの＝「幸せ」が詰まっている
ことを指摘している。酒井は，水上が“裏日本文
学”というジャンルの昭和時代を代表する作家で
あるとも評価している'9)。
しかし，かつて「裏日本」と呼ばれた福井県に
は，先述したように全国で最多の十五基（廃炉作
業中を含む）の原発があり，それらは全て県内の
僻地にあたる嶺南に集中している。酒井は，「『裏
日本』の『嶺南』の『大島』という、二重・三重
に『裏』である地に大飯原発が存在」することに
よって，原発立地と「裏」との関連も指摘してい
る20)。南信雄は，若狭が昔から奈良・京都の生活
と文化を支え，都の犠牲になっていたが，いまも
原子力発電所などでその状況はあまりかわってい
ないと指摘している｡21)言い換えれば，若狭にお
ける原子力発電所は，昔ながら存在している経済
構造を反映しているのである。
2「裏」にある桃源郷
『故郷』に描かれている物語が起きた時期は，
1985年の秋と設定されている。若いアメリカ人女
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性キャシーが，日本人の母を尋ねて来日する飛行
機内で，終焉の地を求めて故郷の丹後半島を訪問
するアメリカ在住の芦田孝二とその妻の富美子と
知り合い，彼ら及び丹後の村人達の助けの下に，
父と離婚して日本に戻った母と再会することがで
きた，というのがあらすじである。この物語の舞
台となる場所は三つあり，最初に言及される冬の
浦は,キャシーの母の出身地として描かれている。
この節では，作品に描かれる冬の浦という場所の
分析を通して，“裏日本文学”の昭和時代の代表
作家としての水上が，いかに酒井が指摘した「表
には無い魅力」を表現したのかを考察する。
まず，冬の浦という場所の位置について考察す
る。県境にある辞村としての冬の浦は，その名が
示すように，日本の一番「裏」と言える場所であ
る。「警察官の終着駅｣22)と呼ばれる冬の浦には，
近代化を象徴する鉄筋建築物が一つしかない。し
かも，「風が強いせいで潮風は」その唯一の鉄筋
建ての「釘や鉄を早くくさらせる｣23)。これは，
厳しい自然条件のため，僻村冬の浦の近代化が如
何に困難であるかを示唆している。冬の浦には
｢いくつも谷があって、奥へゆくほどすぼま」る
という地形的条件の制限によって，「近代化は無
理だ｣鯉)とも言われる。そのため，「田圃が段々
に山へあがってゆく」という「独特の層田｣25)が
そのまま保存される。このように，効率的な近代
社会とは無縁な冬の浦には,独特の物（例えば層
田）が存続していることが分かっている。
また，僻村でありながら，冬の浦は「写真家
がねらう辺境漁村の美観」を持ち，「閑雅な村｣26）
としても描かれている。冬の浦の美しい風景の描
写において,水上は色彩表現を多用している。「ち
りめん織のような夕波を立てて美しいあかねいる
に染まっていた｣27)若狭湾，「西陽が山にかくれ
る前」の「赤い色に染まる｣28)海，「沈みかけた
陽をうけて、金色に染まっていた｣29)大きな柿の
木，「美しくて、静か」な若狭の海という具合に，
絵のような美しさをめぐる表現は枚挙にいとまが
ない。これらの色彩豊かな表現を通して，水上は
絵のような「裏日本」にある辞村の美しい風景を
表現している。さらに水上は，冬の浦に在住する
清作という頑固な老人に仮託して，冬の浦の美し
い風景を強調してもいる。この重病の老人は，老
人ホームに行かず家で死ぬことを望んでいると描
かれるのだが，老人の自宅へのこだわりは綺麗な
海が見えるからであり，そのような人物描写を通
して，読者は自然の魅力に満ちた冬の浦が感じら
れる。
冬の浦は，人間関係が豊かな場所として描かれ
ている。集落の一番の知識人として描かれている
幸次郎は,京都の産業大学を卒業せず故郷に戻り，
郵便配達をしているが，このような描写に，冬の
浦が現代的な教育と縁が薄い場所であることが示
されている。また，水上は，転任した駐在の評価
という形で，冬の浦を貧富の差の小さく，人間関
係のよい場所として描いている。『故郷』におい
て，他所から転任した駐在は，冬の浦に「いやに
気勢のあがらぬ村だという印象｣30)を持っている
が，住人を嫌っているのではなく，「格式を云云
して、明治時代からの本家だの、分家だのといっ
て、民主主義下でも、いまだに寺の席順を言い
争っている家も少ない｣31)前任地と比べると，貧
富の差が大きくない冬の浦のほうが好ましく，さ
らに彼が「定年近くなった最後の勤務駐在所をこ
の冬の浦ですごすことの出来た」ことを喜んでも
いる。このような人物描写を通して，水上は外来
者の視線からも冬の浦の魅力を示している。作品
に描かれている冬の浦は，近代化の只中における
桃源郷のような別天地であると言える。
また，冬の浦は，原発を有してはいないが，原
発立地場所に近いため，原発の影響下にある場所
としても描かれている。近隣の大飯町では，原子
力発電所の設置以降，「ガスレンジやオーブンが
入るよう」になり，「これまでは農機具に限られ
ていた販売部に、電気洗濯機やジャーなどの近代
的な商品がならべられ｣，「文化会館や、福祉セン
ターや総合庁舎やらの、都会に比べても遜色のな
い近代建築｣32)も建てられたと語られるのだが，
冬の浦でも同様に，村民が電子レンジやガスレン
ジやオーブンを手に入れるようになった。しか
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し，原発設置により，地元の生活は豊かになる一
方，次の冬の浦での盆踊りの描写に示されるよう
に，地元の伝統的な生活様式も変化し，伝統文化
が失われていくことになる。
去年までは､本堂前のここで､村の衆らが踊っ
てくれた……若い衆らもだいぶそるうて、都
会からもどった娘らもゆかたきて、かなりの
人数で踊ってくれたが、今年は高浜の原発宿
舎で、都会の人が計画した盆踊りが派手やと
いうてみんなそっちへ見物にいって村の踊り
場の灯が消えた。やき鳥屋がでとる……百円
洋食がでとる、うどん屋もでとる、やきそば
屋がでとる……いうて祭りのような騒ぎやっ
た。新しいヤカタも組まれて、提灯も何百と
下がって、電気はおてのものやでまあ、原発
さんは夜も昼のような踊り場をつくっとった
……そこで、踊り踊るも、この村で踊ってき
た太鼓と三味線入りの、古い『冬の浦音頭』
やのうて、みんな『東京音頭』踊って冬の浦
へもどってこん……調）
この一節には，原発設置により地元の生活が次
第に近代化され，都市文化が浸透し，村の古式の
盆踊りに象徴されるような伝統文化が衰弱してい
く様子が描かれている。都市文化の浸透に伴い，
冬の浦では過疎化も問題視されるようになった。
とりわけ大きな問題は，長子の結婚難である。冬
の浦の全37戸中，「未婚の長男のいる家族」が22
戸,「四十歳をこえても、嫁のこぬ家」は3戸あり，
約半数の家に「嫁のこない、適齢期もしくはこえ
た年齢」の男がいる34)。人口の過疎化は，伝統文
化の衰退をさらに促進している。
近代化を進める角度から考えれば，「裏」にあ
る冬の浦は，地理上の優位を占める場所ではな
い。しかし，水上が描いている冬の浦は，「裏」
にあるからこそ近代化を逃れ，独特の景色及び生
活様式を保つことができているということにも気
づかされる。近代化の只中で，俗世間を離れた桃
源郷のような冬の浦に隠されている独特の景色及
び生活様式は，まさに酒井が指摘したような「表
には無い魅力」ではないだろうか。しかし，水上
の理想郷と考えられる冬の浦は，原発設置以後，
文化的衰弱を呈している。水上による冬の浦の西
陽の美しさの描写は，恐らくその「裏」に隠され
ている「大切な物」が失われつつあることを示唆
するのであろう。
3「裏」性に定められた離郷
近代化を逃れ俗世間を離れた桃源郷としての冬
の浦が,開発の手を逃れた｢裏｣に隠されている｢大
切なもの」という「裏」性を表しているのとは異
なり，『故郷』の別の舞台である東唐崎は，貧困
と古い因習という「裏」性を体現する場所として
描かれている。
生まれ育った場所を故郷と呼ぶとすれば，『故
郷』の主要登場人物の一人である芦田孝二の生ま
れた東唐崎は，彼の故郷と言える場所である。東
唐崎に生まれた孝二は，中学卒業後すぐに京都へ
出て，丹後の物産の仲買会社に勤めながら，定時
制高校を卒業し，その後，立命館大学の夜学に入
るが，卒業せずに二十五歳の時に渡米し，日本料
理店で成功した人物である。孝二にとって，故郷
は，離れなければならないところでもあった。そ
の理由は，貧困及び貧困に深く関わる「本家と分
家」の格差だと考えられる。これらはいずれも
｢裏」性と言えるものである。
まず，貧困という「裏」性を見てみよう。昔の
日本では，本家と分家の差は非常に大きく，分家
は先祖からわずかな畑しか継承できない。孝二の
父は明治初期の分家であり，分家の生活を水上は
例えば次のように描いている。
本家、分家と、ふるくからのしきたりがあっ
て、まるで本家の使い走りみたいに、何ぞと
いうと、頼まれごとをひきうけてばかりいた
生活にたえられなかった……戦争がすんで、
民主憲法の国になり、家ってものより、個人
の人格が尊ばれる時代がきても、村でくらせ
ば当然本家のあるじと、分家のあるじは格差
があった。何もかもに……飯を喰う席の順ま
で一段下で･･…･分家はなぜか、インキョ、イ
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ンキョとよばれてたな35）
ここで言及される「インキョ」は，もちろん隠
居であるが，「金も山も田圃もあって、のんきに
くらせる分家」の楽隠居ではなく，「次男の父が
本家からもらった畑一反と、水田二反の財産を資
に、必死で独立してゆく家｣36)のことである。む
しろ隠された（あるいは無視された）居住という
ことであろう。このような厳しい状況で，孝二の
学費と生活費を稼ぐために，「よその小作人」を
しなければならない彼の両親の苦労は想像するに
難くない。しかし，その家は，本家から何の助け
ももらえなかった。「助けてくれれば、父もあん
な苦労しなかったろう。母も早死にしなくてすん
だはず｣37)という表現には，本家に対する孝二の
恨みが示されている。明治初期の分家として，孝
二の両親は，生活が貧しいだけではなく，常に本
家の抑圧を受けており，このような家で育った孝
二は，貧乏によって劣等感を持つ一方，彼自身の
運命を変える欲望も強かったというふうに描かれ
ている。彼の離郷と渡米の決意は，少年時代の
｢劣等感で歯ぎりしりして泣いた事実｣認)と深く
関わる強い「負けん気」による結果である。水上
自身にも「劣等感で歯ぎりしりして泣いた」経験
があり，その点で，孝二の離郷と渡米は水上自身
のやむを得ない離郷と重なる。
大正8年3月8日に生まれた水上が最も鮮明に
覚えている幼少期の記憶は，貧困である。彼の幼
少期は，米騒動に象徴されるように日本の農村が
最も疲弊した時代であった。日本は日露戦争で
勝ったものの，軍需産業の成金がはびこり，その
裏側で農村の疲弊が酷かった。水上の幼年期の記
憶は，食べる物も着る物もないという貧農生活で
満ちている｡十歳の水上が京都へ行かされたのは，
そうしなければ生きてゆけなかった厳しい現実の
ためであった。また，水上の離郷の理由には，母
を救済するという願望も関わっている。彼は『わ
が六道の闇夜』において，京都で僧になるために
故郷を出なければならなかった時のことについ
て，次のように記している。
出家することは家を捨てることである。父母
を捨てることである。十一歳の得度式の際
に、私は山盛松庵師からこのように得度の意
義を教わったが、父を捨てることはまあ出来
たように思うが、改札口でぺこりと私に向
かって、卑屈なお辞儀を一つした母へつのる
情は、捨てるわけにはゆかなかった。左様、
私はずぶぬれの手拭と、蓑にくるまって、そ
れから母が、どのような思いで、本郷から岡
田部落への雪道を帰っていったかを思うと、
捨てられるどころか、いつか、この母を安楽
な椅子にすわらせてやりたいと願った。私
の出家は、つまり母を抱き直す出発であっ
たo39)
母親の苦労を十分に感じていた十歳の水上は，
自分のやむを得ない離郷に不満を持ちながら,｢母
を安楽な椅子にすわらせてやりたい｣，「貧しい母
を、過酷な労働から解放させてやりたい」という
願望をもっていたことがうかがえる。
同じような願望は孝二の離郷の動機に関する描
写にも見られる。彼が渡米を考え始めるのは,｢神
戸にいた縁」であるが，小さい頃に小学校で習っ
た童謡「あした｣鉛)も「少なからず力になってい
る｣41)。この童謡の中によく現れるのは「お母さ
ま泣かずに」という歌詞である。つまり，孝二
の渡米は，母を泣かせないためでもあった。
以上から明らかなように，孝二が中学卒業後に
故郷を離れ，京都へ行くという設定は，「本家と
分家」の格差を生んだ古い因習から抜け出し，母
を救済するという水上自身の経験と重なる。しか
し，孝二の渡米には，もう一つ理由がある。それ
は，「裏」という概念を内面化した劣等感の克服
である。「表」へ出た人間として，孝二は「裏」
の出身に対して劣等感を持っている。それは，以
下の引用から伺える。
「いつから、丹後を裏といいはじめたのかし
らんが、よく京都にいる時も、人はそんなこ
とをいったもんだ。なんだか、ぼくらは裏に
生まれて表へ出てきたというふうに教えこま
れてしまってきたが、ほんとうのところをい
えば、こっちが表なんだよ……神社だって、
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寺だって、奈良や京都にまけない古いものが
たくさんあるよ。……神戸なんぞは、新興都
市だ。ずう－つと、ずう－つとあとのことだ。
ところが、そっちを表といって、なぜか、こっ
ちを裏という、ずいぶん、ぼくらも劣等感を
もって育ったことになるが、しかし、ぼくは
いつきても思うんだ。故郷はいい、故郷は何
といってもいちばんの都会だと｣42）
「表」と「裏」は一体の概念であり，「裏」がな
ければ｢表」もない。『｢裏日本｣文化ルネッサンス』
によると，人間の意識と無意識が心全体を構成す
るのと同じように，「裏日本」と「表日本」は日
本全体を成している43)。古厩忠男も「表日本」が
なければ「裏日本」という概念もなく，逆に「裏
日本」なしに「表日本」は成立しえないことを指
摘している44)。古厩によると，自己意識としての
｢裏日本｣は,その背景に「たちおくれへの劣等感」
があり，「一面でそれを自然条件に結びつける宿
命感として内向する」が，外に向かう時，それは
｢おくれを不当で不平等な扱いによるものとする
反発・反逆、および格差是正の行動を正当しよう
とする感情とのアマルガム」を形成する45)。先に
引用した一節に見られるように，表へ出て，他者
によって「裏」にある故郷を意識し，中学校卒業
後二十五歳までずっと「表」で生活し続けた孝二
は，「裏」に対し「たちおくれへの劣等感」を持っ
ていたと考えられる。彼は自分の故郷を「表」に
言い換え，「故郷はいい、故郷は何といってもい
ちばんの都会」と語るが，いずれもその「たちお
くれへの劣等感」の表現である。「裏」という言
葉は，そこに住む孝二にとって決して愉快なもの
ではないが，そこに関わる劣等感は「裏」を「表」
に言い換えることで克服されるものでもない。彼
が当時一番「表」とみなされていたアメリカ46)へ
行くのは，「裏」が内化する「劣等感」から抜け
出したいという欲望ゆえであったと考えられる。
4「裏」に残された長男たちの宿命と原
発誘致
貧困と古い因習を特徴とする場所として描かれ
ている東唐崎で問題とされるのは，人々の生まれ
ながらに決められた宿命及びその宿命と深く繋
がっている原発である。この節では，村に残され
た長男らの宿命と原発銀座との関連に向けられた
水上の文学的関心を検討する。
周知のように，家父長的家は日本の中世にも見
られるが，それを制度化した「家父長的家制度」
の始まりは，近代の明治期である。「家父長的家
制度」では，長男の地位は子供の中で相対的に高
く,特に工業化以前の厳しい生活条件のもとでは，
農地の相続権は長男の特権であった。「家父長的
家制度」における兄と弟の境遇の差を，水上は次
のように描いている。
むかしから子供がさくさん生まれる農家は、
女の子だとよろこんで都会へ奉公にだし、都
会人に縁組させた。農地に限界のある経済条
件に何らかの足し前を夢みることが出来るの
である。女でなく次、三男だと村に地場産業
がないため、田地を分けて分家させることを
きらった。奉公にだしてどこか老舗ののれん
分けでもねらわせて、本家長男の経済援助に
役立てるか、村にのこって、百姓がしてみた
いという次、三男がいても田を分けること
は「たわけ者」になるといって、つまり本家
となる家の屋敷や田地や山林を、少しでも失
うことは、先祖に対する不孝につきた。たと
え、それが、血を分ける弟であっても。この
慣習は頑固に守られ、同じ村で分家してくら
す弟はいなかった。どこかへ養子にいったの
をのぞいてほとんどが、手職をおぼえて自立
するしか道はなかった。47）
以上の引用には，昔の兄弟の間には地位及び財
産の面において大きな差が存在することが示され
ている。農家の次男である孝二のやむを得ない離
郷は，貧困に関わると同時に，次男としての宿
命でもある。水上も同じ宿命を持っていた。その
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｢次男以下受難の時代」は，農家の次男として生
まれた水上の生活だけではなく，彼の創作にも影
響を与えている｡48）
「家父長的家制度」が崩壊していく傾向が見ら
れるのは，第二次世界大戦以後である。『故郷』
において，近代化の推進とともに合理主義が盛ん
になり，「裏日本」の裏にある僻村においても「家
よりも金が大切」だという考えが広まったという
ことが感じられる。
むかしは、働きながら、みんなが話しおう
た。早い話が、田のあぜにへたりこんで、嫁
取りの話も出来たし、借金の話もできた。い
ま、その田のあぜにしゃがんで、無駄話をし
ようとしても、動力がバリバリ音たてよる
で、話をしようにも声が大きゅないとでき
ん。田圃のあぜで、百姓が話もできんような
機棚上をよるこんどるわけや。のどかやった
くらしも、人と人の関係も、機械を買い込ん
だことで、月賦代金も稼がにゃならんという
こともあって、トライブインの皿洗いに出る
損さがいる……こうなると、くらしのサイク
ルが、銭、銭、銭というふうに目の色をかえ
てくる……49）
この一節には，近代化による地元の人々の価値
観の転換が示されている。昔は，農業を経営する
人々は，仕事をしならが「嫁取り」や「借金」の
話ができたが，今は「無駄話をしよう」としても，
｢動力がバリバリ音たてよる」ため，お互いの声
を大きくしなければ聞こえなくなった○原田津に
よると，地片（地球の表面の一区画）だけではな
く，連続性を持っている地力（｢地片」が労働に
よって備えた生産力）も含む農業社会の土地は，
工業社会の地片しか持っていない土地と，同名で
はあっても，決定的な違いがあり，地力の連続性
は，ある個人にとどまらずタテ（先祖から子孫ま
で）にもヨコ（土地所有者以外の農業社会の住人）
にも広がり繋がっている｡50)以上の描写には，農
村の土地が持っている連続性，即ち，土地所有者
同士の人間関係は，農業の機械化によって途絶さ
れつつあったことが分かる。これは農村共同体の
崩壊も示唆している。
また,買い込んだ機械の「月賦代金」を心配し，
｢トライブインの皿洗いに出る損」もいる。人々
の暮らしの中心が「銭、銭、銭というふうに」変
わってくると描かれるように，農業の機械化は，
農民を農業の重労働から解すれる一方，生活を金
銭システムにも巻き込んだことが示されている。
価値観の転換は，原発誘致の一つの原因となる。
｢弟たちに負けないことをやろうと企んだのが原
発｣51)という表現には，故郷を離れ都会で身につ
けたセンスと技術と蓄積を持ち，村へ帰って長男
のやらなかった地場産業を起こして成功した弟た
ちが，長男たちの深い嫉妬を招いたことが示され
ている。言い換えれば，原発誘致は，地元の人々
の価値観の転換を抜きにしては語られない。生ま
れながらに優位に立つ兄たちと劣位に立つ弟たち
の地位が，近代化とともに逆転したことも，「家
父長的家制度」の崩壊を物語っている。
経済学者の清水修二は，原発を建設する過程に
おいて，「労働の生産物でなく本来売買されるべ
きものでもない環境が取引の対象になっているこ
とがまず問題」であり，「もともと売れないもの
を売った気になり、買えないものが買えるように
なるのは問題」だと指摘している52)。『故郷』の
原発建設をめぐる「兄弟の宿命的争い」において，
取引の対象になったのは，労働の生産物ではない
土地と身分である。
明治維新前の日本においては，職業と身分は明
確に関連していた。土地は，農民にとって単なる
財産だけではなく，身分でもあり，彼らの先祖と
次の世代及び農村社会の他の住民との絆でもあっ
た。この農村社会を維持する絆は，近代の金銭シ
ステムを象徴する原発によって分断された。ま
た，現代社会において，職業に貴賎はないと言い
つつも，そこに一般的な価値づけのようなものが
でき，それによってすべての職業に序列を付けて
しまうと,士農工商の順序にある種の逆転が生じ，
｢一番お金をよく儲けるビジネスマンがトップで、
それについで工業、そして農業」という順序にな
る｡53)こうして，お金があれば身分も買えるよう
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になった。『故郷』に描かれる原発補助金をめくﾞ
る「所謂幸福のビニー ル袋｣別)の争いに関する描
写にも金銭システムの威力が示唆されている。こ
の意味で，『故郷』における原発は,清水修二が指
摘した「病膏育の金権システム」の産物として描
かれている。
「裏」に残らなければならない長男たちにとっ
て，原発はその宿命を脱するチャンスかもしれな
いが，水上が用いる宿命という表現は，そうした
脱出が容易でないことを示唆している。水上が描
いている原発銀座の近くに住む地元の長男らは，
原発の恩恵を受ける一方，その被害も受けなけれ
ばならない。もし，原発事故が起きれば，著しく
被害を受けるのは地元の長男らにほかならない。
しかし，積極的に原発を迎えるのも彼らである。
この意味で，原発を誘致する地元の長男らは，一
見して被害者であるが，実は加害者でもある。
『故郷』において，水上は，加害一被害の二元論
を超え，内省的な描き方で，即ち「裏」という角
度から，原発についての新しい見方を提示してい
るのである。
5世界の中心である故郷
若狭は，『故郷』に描かれる三つの場所におい
て，「原発銀座」に最も近い場所であるが，孝二
の妻富美子がずっと帰りたいと願っていた故郷と
設定された場所でもある。若狭出身で50代半ばの
富美子は，孝二と同じように，「裏日本」にある
貧しい村に安住するゆとりがないまま追われるよ
うにして「表」に出て苦労の挙句に渡米した人物
と設定されている。富美子と故郷若狭との関係に
ついての描写には，水上の故郷に対する愛や強い
回帰願望だけでなく，原発に対する憂慮も織り込
まれている。
先述したように，生まれ育った場所は一般的に
故郷と呼ばれる。喜納育江よると，故郷は「人間
と場所の関係性から生じる概念」であるが，「そ
の関係性に付随する距離感や密度によって多義
性が伴う」55)o『故郷』おいて，水上は，孝二と富
美子及び彼らと故郷との関係を通して，故郷が持
つ多義性を表現している。貧困や古い因習のため
に，やむを得ず離郷する孝二にとって，故郷は決
して住みやすい場所ではなかった。しかし，富美
子にとっては，故郷は，自身が場所と原初的に関
わる物理的な起点だけではなく，彼女の心理的な
原風景でもある。ロサンゼルスの日系ホテル直
営の治療部に勤め，治療に来たアメリカの僧人と
故郷の話をする時，富美子の「治療している手を
やすめて、知らずのうちに眼頭がうるんできて｣，
｢涙の滴が落ちこぼれそうな気持ち｣56)に襲われ
たという描写からは，故郷の風景とその記憶が，
たとえそこを離れたとしても，彼女の意識の底に
沈殿していたことが分かる。『故郷』において，
帰郷意識が薄い孝二ですら，故郷に戻った時に
｢妙にここが中心」という感じを抱く57)と描写さ
れる。
『新社会学辞典』によると，人類学的論議にお
ける「中心と周縁」の概念は，「中央集権的な政
治組織を地理的な観点で捉えるための分析概念
としてよりも、当該社会における行為者たちの
象徴的宇宙のモデルとして論じられることが多
い｣記)。「表」の価値を追求する社会において，孝
二の「裏」にある故郷は，疑いもなく，周縁の位
置にある。故郷を「世界の中心」とする見方は，
言うまでもなく，社会の支配的地位を占めるシス
テム（政治，経済，文化など）とは異質なもので
ある。それは経験的な世界だと考えられる。山口
昌男は，「文化のプラクシスの中に生きて、これ
を疑わない人間の世界像は、多かれ少なかれ、己
を中心とした同心円｣59)を形成すると指摘してい
る。言い換えれば，故郷は，経験的主体が環境と
の原初的関わりを物理的な起点として，その人の
世界の見方，感じ方にある程度の影響を与える。
故郷を「世界の中心」とみなす表現は，経験的主
体にとって故郷が持つ特別な意味，すなわち安心
感を表している。
他者から見れば，富美子の故郷である若狭は，
｢原発銀座」が集中している危険な場所である。
事故が起きれば，若狭は「恐怖の海岸地帯」に
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変わり，「くらすにたえられないほどの危険な場
所｣60)になり，元々 辺境にある故郷が，更に「二
束三文｣61)になる。さらに，原発の廃棄物の捨て
場がないという問題もある。たとえ事故がなくて
も，「どこにもうけとり手のない放射能まじりの
ゴミを、十五基もある原発は将来どこへ捨てるの
だろう」という問題を考えなければならない。そ
れゆえ，富美子の夫と長男の謙吉は原発が「文明
のお化けだ｣62)と批判する。
しかし，いかに小さく危険な場所であっても，
そこに根を下ろした人間たちにとっては，そこが
中心であり，故郷であり，「居場所」であることを，
水上は富美子という人物を通して示唆している。
夫と息子達の自分の故郷への軽蔑に対して，富美
子の「心で泣くのだ｣63)という表現は，故郷を愛
している立場の人々の悲しみと不満を表している。
しかし，注意しなければならないのは，富美子
の故郷に対する態度が帰郷後に変化するという点
である。これも水上の故郷に対する態度を反映し
ている。農業の機械化がもたらした生活に「満足
感」を持っている集落の姉と違い，富美子は「間
尺にあわない、すきまの風のふきぬけるような空
虚感」または「大きな家屋敷に、母がひとりぐら
しするその空間の広さに、違和感｣")を禁じ得な
い。また，以下の原発に関する描写にも，変貌し
た故郷に対する富美子の違和感が表されている。
巨大なその円筒は建物というにしては怪異
で、こんなものが二つも、いまし方迂回して
きた閑雅な切り通しのうらにかくれていよう
とは。しかも、その旧ドーム二基の向こう、
北の方へつきでる半島が裾半分をまるで、皮
をむかれた牛みたいに波状の地層を露出して
いるのである。その正面に新しい二基のドー
ムが灰黒色丸くどっかと根をはやしたように
建っている。．…･･大きな建物が海の入り江に
怪物のように出現しているだけである。人の
いないのは不気味だった｡65）
「閑雅な切り通し」（すなわち自然環境）と比べ
ると，その巨大な「円筒の建物」は,｢怪異」で，
｢怪物」のような存在であると描かれているが，
｢怪異」や「怪物」という言葉は，原発と自然と
の不調和を表現するものであろう。原発建設のた
め露出した地層を「皮をむかれた牛みたい」と
とらえる表現は，原発が風景に及ぼす破壊の惨烈
さだけではなく，その力の強さもよく表している。
これらの描写には，原発によって変貌した故郷に
対する水上の不満が織り込まれていると言える。
富美子の家族の原発をめぐる討論及び原発に対
する地元住民の態度の描写には，故郷の原発問題
に対する水上の深い憂慮がうかがえる。富美子の
息子が「原発銀座」に暮らす自分の母の故郷に対
して「少しノイロー ゼ｣66)になったのは，「スリー
マイル島で起きた恐怖の事故｣67)以来である。ス
リーマイル島原発事故に対する記憶は，アメリカ
に暮らす富美子の家族にとって非常に身近なもの
であり，原発を恐ろしい存在と見なすきかつけと
なった。また，原発の安全を心配する富美子が故
郷に戻った後，避難場所について地元の住民に尋
ねたが誰もその問題に答えくれなかったという描
写があるが，ここには住民の避難問題が未解決な
ままである状況が示唆されている。これは,スリー
マイル島原発事故が若狭の住民に決定的な動揺を
与えるに至らなかったことも示している。「そん
な事故なんか起きないよ……起きてしまえば、あ
んたたちの村だけじゃなくて、京都も名古屋も一
しょだよ。どこにいたって同じさ。このせまい国
に逃げてゆくところなんかありやしない｣68)とい
う表現にうかがえるように，地元の人々の原発に
対する恐怖は，原発を拒絶する理由にならなかっ
た。彼らは安全という点を暖昧にしたまま，「怠
慢な現実主義」の軌道に乗ってしまった。「いい
村だけれど、原発さえなければ｣69)という表現は，
富美子の故郷へ回帰する願望が，原発の存在に
よって破滅されたことを表している。
歴史研究者の成田龍一によると，人々の都市へ
の移動に伴って意識化された概念としての｢故郷」
は，「故郷的なるもの」と「都市的なるもの」と
いう「相互に規定的｣且つ｢関係的｣なアイデンティ
ティである70)。『故郷」において，辺境の故郷に
生まれ育ち都市生活の経験もある富美子のアイデ
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ンテイテイは，複合的なものである。彼女がアメ
リカで常に想起する｢故郷｣は,場所というより｢故
郷的なもの」という概念だと考えられる。言い換
えれば，「故郷的なもの」を物理的な故郷と混同
していたために，若狭に戻った富美子に違和感が
生じたのである。無論，たとえ原発がなくても故
郷への回帰願望が簡単に実現するものではないこ
とを水上は示唆している。「自分の故郷が、むか
しにくらべてかかえこんでいるもう一つの新しい
苦悩に気ずかないではおれない。しかし、その苦
悩が、富美子一人で解決できることではなく、こ
の若狭というくにがえらんだ今日の状況なのだっ
た｣7')という表現は，富美子に仮託した水上自身
の独白にほかならない。彼は『不知火海、ふるさ
と若狭、それから（｢水俣」30年の重さと深さ)』
で，同じような憂慮を述べている。
私は相変わらず、原発ドームの村でたじろい
でいます。あのドームは安全だという多数の
中の一人なのです。たじろぎながらも、言い
ます。若狭の在所を第二のチェルノブイリに
してはならない、と。私はそこに生まれてし
まったのです｡72）
如何に故郷を愛しても，既に建設された原発を
止められるわけではない。彼は「在所を第二の
チェルノブイリにしてはならない」と祈ることし
かできない。富美子と故郷との関係は，水上の故
郷への愛，原発に対する不満，憂慮及び破滅した
回帰願望と重なっていると言えよう。
おわりに
本論では,『故郷』における三つの場所,冬の浦，
東唐崎及び若狭に象徴される「裏」の表象を考察
した。まず，冬の浦は，地理的利点のない僻村で
あるが，「裏」であるという欠点が，村が近代化
を逃れる利点でもあったことを確認した。美しい
景色と豊かな人間関係，俗世間を離れた桃源郷の
ようなイメージを特徴とする冬の浦の描写を分析
することにより，水上が，機械化や原発によって
失われるつつある「裏」に「隠された大切なもの」
を見てとっていたことを明らかにした。次に，貧
しく閉鎖的な東唐崎に関して，貧困や古い因習と
いう「裏」性に定められた離郷及びこの「裏」性
と原発誘致の関係を明らかにした。最後に，若狭
に関して，富美子と故郷との関係に，水上自身の
故郷への愛，強い回帰願望及び故郷の現実に対す
る深い憂慮が重ねられていることを確認した。
以上の分析を整理すると，「裏」にある故郷は，
水上にとって多義的なものであることがわかる。
まず，「裏」は，場所として，主体の経験が必要
な空間を提供している。水上にとって，「裏」は，
日本の失いつつある大切なものが隠された桃源郷
的な場であると同時に，そこに存在する貧困や古
い因習ゆえに離れなければならないところであ
り，機械化，原発によって変貌し，いかに愛して
も回帰できない場所である。また，「裏」は，内
化する概念として,物理的経験の如何に関わらず，
主体の思考や行為に影響していることも明らかに
なった。水上にとって，「裏」は，努力して脱出
したものであり，そこから離れてから想起される
ものであり，追いかけても得られないものである
という，一元的な価値付けを拒むトポスである。
経済的，文化的，心理的に錯綜した価値観を描出
した『故郷』は，場所や居場所という問題を多角
的に考えることの重要性を文学的に示した作品で
あると言える。
【註】
1）エッセイ「在所礼賛」(1975)において,「裏日本」
を「故郷といってしまえば､それでいいわけだが、
故郷ではどうも意にそぐわぬ。「在所」といった
方がぴったりする。心の根がそこにつながるから
である｣。（水上勉「在所礼賛」『草く．さの心』毎
日新聞社,1975,p.196.)
2）正津勉「若狭、魂の在り所」『若狭がたり－わ
が「原発」撰抄』アーツアンドクラフツ,2017,
p､224.
3）水上勉『故郷』集英社,2004,p.613.
人間社会環境研究第35号2018.3126
4） 古厩忠男「裏日本一近代日本を問いなおす』岩波
書店,1997,p.22.
同上。
同上,p.35.
同上,p.36.
同上,p.35.
同上，表紙より．
同上,p.7.
同上,p.81.
同上,p.108.
森本哲郎『日本語表と裏』新潮社1985,p.130.
同上．
同上．
石塚正英・石川伊織・工藤豊・唐澤太輔『｢裏
日本」文化ルネッサンス』社会評論社,2011,p.21.
酒井順子『裏が、幸せ｡』小学館,2015,p.17.
同上,p.13.
同上,p.141.
同上『p.199.
小林輝冶・南信雄・八木光昭編『風土の回帰日
本海辺の文学』能登印刷・出版部,1985,p.201.
水上勉『故郷』集英社,2004,p.10.
同上一
同上,p､49.
同上,p.179.
同上"p.9.
同上"p.10.
同上．p.13.
同上,.p.31.
同上,p.49.
同上,p.50.
同上,p.177.
同上"p.188.
同上,p.143.
同上,p.201～202.
同上,p.202.
同上,p.203.
同上,p､238.
水上勉｢水上勉全集十二』中央公論社,1976,p.306
～307．
｢あした」とは，清水かつらが作詞し，弘田龍太
郎が作曲した童謡である。その歌詞は「(一）お
母さま泣かずにねんねいたしましょ赤いお
船で父さまの帰るあしたをたのしみに(二）
お母さま泣かずにねんねいたしましょあし
たの朝は浜に出て帰るお船を待ちましょう
(三）お母さま泣かずにねんねいたしましよ
赤いお船のおみやげはあの父さまの笑い
顔」である。
同上,p.204.
同上,p､116.
石塚正英・石川伊織・工藤豊・唐澤太輔『｢裏
日本」文化ルネッサンスj社会評論社,2011,p.43.
古厩忠男『裏日本一近代日本を問いなおす』岩波
書店,1997,p.15.
同上,p183.
小谷一明「原発のある風景－水上勉「故郷』にお
ける里山の変容」「里山という物語一環境人文学
の対話』勉誠出版社,2017,p.73.
同上,p.108.
酒井順子『裏が、幸せ｡』小学館,2015,p.142.
同上,p.186～187.
原田津『むらの原理都市の原理』農産業村文化
協会,1997,p.11～13.
同上,p､110.
清水修二『差別としての原子力』リベルタ出版
2011,p､141.
河合隼雄『日本文化のゆくえ』が岩波現代文庫，
2013,p､31.
同上,p､358.
喜納育江『<故郷〉のトポロジー場所と居場所の
環境文学論』水声社,2011,p.20.
水上勉『故郷』集英社,2004,p､405.
同上,p､133.
『新社会学辞典』有斐閣1993,p.1009.
山口昌男『周縁』筑摩書房,2003,p.72.
同上,p.400.
同上,p.262.
同上,p.260.
同上,p.262.
水上勉「故郷』集英社,2004,p.345.
同上,p.431.
同上,p.437.
原子力百科事典ATOMICAによると,1979年3月
28日に,TMI原子力発電所は，事故を起きた。そ
の原因は，原子炉から1次冷却水が失われ，水面
上に露出した炉心が過熱して溶融したというきわ
めて深刻なものだった。放射能漏れによる人的被
害はごく軽微で済んだものの，この程度で収まっ
たのは，原子炉圧力容器が頑強に作られていて，
???????????????????
???????
??????
4）
45）
46）
????????
??????????
51）
52）????????????????????????????????????
53）
????
????????????????
40）
｢裏」から見る『故郷』の原発－水上勉の故郷観 127
溶融した20トンの燃料棒の落下に耐えられたから
である。さもなければ，チェルノブイリに匹敵す
る大惨事になっていたことは間違いない。チェル
ノブイリ原発事故が，ややもすれば，ソ連製原発
固有の事故であり西側諸国では起こり得ないもの
と見なされるのに対して,西側原発の「安全神話」
の根拠となっていた多重安全設計が機能しなかっ
たという点で，スリーマイル島原発事故が日米欧
の原子力関係者に与えた衝撃は，計り知れないほ
ど大きい。
同上,p.402.
同上,p.401.
都市空間においては，「故郷」がことあるごとに
想起され,「故郷」と「都市｣－正確に言えば,「故
郷的なるもの」と「都市的なるもの」との関連・
関係において，アイデンティティがたちあげられ
る。「故郷的なもの」はむろん,「都市的なるもの」
もともに構成されたものであるが，加えて，「故
郷的なるもの」／「都市的なるもの」はそれぞれ
個別に分離し，自己完結的にあるのではない。両
者は，相互に規定的であり，関係的である。都市
空間のなかのアイデンティティというとき，それ
は関係的規定しあう，「故郷的なるもの」＝「都市
的なるもの」として，複合的なアイデンティティ
として，たちあらわれてくることとなる。
これは，「故郷」を離れ,都市に居住する者が，
｢故郷｣や｢都市｣に違和感をもつという形態をとっ
てもあらわれてくる。
生地を離れ都市空間へ出てきた者は，「都市」
と出あうことにより，「故郷」を見出し，しばし
ば「故郷」になじめず，「都市」にも同化できぬ
心情をもつ。「都市｣と｢故郷｣という二極をもち，
｢都市」と「故郷」の双方によって，アイデンティ
ティを形成する。…略…一方の極への違和感＝不
適応を記していたが，それは，他の極の経験を自
覚しているゆえにほかならない。一人の人間の内
面に，都市・「都市的なもの」＝故郷「故郷的な
るもの」という，複合的なアイデンティティが形
成されるのである。（成田龍一『｢故郷」という物
語都市空間の歴史学』吉田弘文館,1998,p.148
～151.）
水上勉『故郷』集英社,2004,p.402.
水上勉『不知火海,ふるさと若狭,それから(｢水俣」
30年の重さと深さ)』『朝日ジャー ナル』28（22)，
朝日新聞社,1986,p.15.
??????
71)
72）
